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カ
シ
ミ
ア
の
肌
触
り
と
絹
の
光
沢
…
…

超
長
繊
維
の〝
海
島
綿
〞は

シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ッ
ト
ン
と
呼
ば
れ
、

英
王
室
を
始
め
欧
州
の
上
流
階
級
で
愛
用
さ
れ

続
け
て
き
た
歴
史
を
持
つ
、特
別
な
存
在
で
あ
る
。

西
イ
ン
ド
諸
島
で
生
産
さ
れ
、カ
リ
ブ
海
の

気
候
で
育
っ
た
そ
の
高
品
質
な
綿
は
、

ク
イ
ー
ン
オ
ブ
コ
ッ
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
。

そ
の
シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ッ
ト
ン
で
作
ら
れ
た

ニ
ッ
ト
製
品
を
古
く
か
ら
生
産
し
て
い
た
の
が

『
ジ
ョ
ン 

ス
メ
ド
レ
ー
』で
あ
る
。

１
７
８
４
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド・ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
で

創
業
し
、２
０
０
９
年
に
は
２
２
５
周
年
を
迎
え
た

英
国
の
名
門
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
高
い
。一
度
着
た
ら
、

他
の
ニ
ツ
ト
は
も
う
二
度
と
着
た
く
な
く
な
る
ほ
ど

極
上
の
着
心
地
の
良
さ
で
、多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
。

世
界
最
高
の
ニ
ッ
ト
製
品
は
ま
さ
に

7
つ
の
海
を
支
配
し
た
英
国
の
歴
史
を

体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
成
立
も
含
め
て

ま
ぎ
れ
も
な
く
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
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18世紀に創業し、産業革命時も
この地を離れることなく、上質の
ニット製品が生産され続けている
ジョン スメドレーの故郷、
イングランド・ダービーシャー。
山間の美しい景色の中に
いまも創業時の姿が残っている。
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フ
ァ
イ
ン
ゲ
ー
ジ
に
頑
な
な
ま
で
に
こ
だ
わ
る

ジ
ョ
ン 

ス
メ
ド
レ
ー
は
、現
在
で
も

24
ゲ
ー
ジ
、30
ゲ
ー
ジ
と
い
う
２
つ
の

フ
ァ
イ
ン
ゲ
ー
ジ
ニ
ッ
ト
を
生
産
し
続
け
て
い
る
。

毛
足
の
長
い
繊
維
だ
け
を
特
別
に
選
ん
で
紡
が
れ
た

同
社
の
フ
ァ
イ
ン
ゲ
ー
ジ
ニ
ッ
ト
ウ
エ
ア
は
、

確
か
な
技
術
を
持
つ
紡
績
の
熟
練
工
に
よ
っ
て

伝
統
的
か
つ
最
先
端
の
科
学
技
術
が
駆
使
さ
れ

現
代
に
至
る
ま
で
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
。

特
に
他
社
で
は
真
似
の
出
来
な
い
工
程
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
30
ゲ
ー
ジ
の
ニ
ッ
ト
は

網
目
の
細
か
な
超
軽
量
の
ニ
ッ
ト
ウ
エ
ア
と
し
て

多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
着
心
地
の
良
さ
を
ひ
と
言
で
言
い
表
せ
ば

「
触
感
の
芸
術
」で
あ
る
。

一
度
着
た
ら
、二
度
と
他
の
ニ
ッ
ト
に
目
移
り

す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
断
言
す
る
の
が
決
し
て
大
げ
さ
で
は
な
い

ほ
ど
の
着
心
地
な
の
で
あ
る
。

極
端
な
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く

肌
で
そ
の
質
の
良
さ
を
知
る
ブ
ラ
ン
ド
。

素
晴
ら
し
い
の
は
、長
期
間
着
続
け
た
と
き
の

経
年
の
風
合
い
が
ま
た
魅
力
的
な
こ
と
。

高
級
ニ
ッ
ト
の
証
と
も
い
え
る
、完
璧
で

き
れ
い
な
つ
な
ぎ
目
を
、職
人
に
よ
る
手
作
業
で

ひ
と
針
ご
と
に
編
み
上
げ
た
仕
上
が
り
で
実
現
し
、

洗
濯
を
繰
り
返
し
て
も
型
崩
れ
を
起
こ
さ
な
い
。

最
高
の
素
材
と
最
高
の
縫
製
技
術
の
み
が

到
達
で
き
る
極
上
の
ニ
ッ
ト
ウ
エ
ア
の
価
値
観
、

そ
れ
が
ジ
ョ
ン 

ス
メ
ド
レ
ー
の
定
義
な
の
だ
。

イングランドでなければ作れなかったこの品質。ニットウエアのテイストを左右する糸の染めから手仕事に
よる最後の仕上げまで、徹底した品質管理と細部へのこだわりが、長持ちする製品を生み出している。最高級
のニット製品に冠される「MADE IN ENGLAND」の文字は、それがまぎれもなく本物であることの証である。

流行に左右されることのないオーソドックスな定番スタイル。しかし決して野暮ったいデザインではなく、い
つの時代もその時々のファッションにさりげなく溶け込む普遍性。それは、優れたデザインは控えめである、
ということを体現するかのようだ。見た目のインパクトよりも、肌に触れたときの感動に価値を見出したい。

ひとつのブランドのように評される
ジョン スメドレーのシーアイランド・
コットン。同社にはその評価と同等の
ウール製品もある。それが1995年から
採用された「メリノウール」である。
ニュージーランド産の良質な羊毛、
超極細のメリノウールもまた大きな魅力。
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monoジョン スメドレーの本社工場まで
ダービーの駅からクルマで走ると
豊かな自然と何本かの川が目に入る。
まるで映画のロケ地に来たような、
ビクトリア朝時代に紛れ込んだような
そんな錯覚を覚える風景だ。
英国企業の歴史を目の当たりにできる。

ある程度まで機械で編み上げられた
パーツを最終的に製品の形に
していくのは職人の手作業。

撚糸の工程。
糸は品質を安定するために
モイスチャーされる。

現在も一部製品のブランド名、
あるいは日本国内の代理店名
にもなっている
Canteen Lea Millsの写真。
1927年撮影。

１
４
９
２
年
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
バ
ハ
マ
諸
島
を
発
見
し
な
け
れ
ば

シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ッ
ト
ン
の
誕
生
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

高
品
質
の
綿
花
栽
培
に
適
し
た
気
候
と
土
壌
、英
国
人
の
知
恵
と

現
地
労
働
力
と
い
う
奇
跡
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
が
、海
島
綿
を
生
ん
だ
。

上品なカラーに
染色された糸。
シーアイランドコットン。

い
う
ま
で
も
な
く
コ
ロ
ン
ブ
ス
が

バ
ハ
マ
諸
島
を
発
見
し
て
か
ら
の
1

0
0
年
は
ス
ペ
イ
ン
の
世
紀
で
あ
っ

た
。
新
大
陸
の
発
見
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
に
と
っ
て
新
た
な
植
民
地

の
利
権
を
奪
い
合
う
戦
い
の
始
ま
り

で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
綿
花
栽
培

の
歴
史
と
い
う
視
点
で
見
る
な
ら
ば
、

皮
肉
な
こ
と
に
一
番
乗
り
を
果
た
し

た
ス
ペ
イ
ン
が
無
視
し
た
西
イ
ン
ド

諸
島
の
小
さ
な
島
々
で
、
無
敵
艦
隊

を
破
っ
て
こ
の
地
を
手
に
入
れ
た
イ

ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
綿
花
栽
培
が
本
格

化
し
た
の
で
あ
る
。ジ
ョ
ン
ス
メ
ド

レ
ー
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る

『
海
島
綿
／
シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ッ

ト
ン
』
は
、
こ
の
小
ア
ン
テ
ィ
ル
諸

島
と
い
う
小
さ
な
島
々
で
そ
の
産
声

を
上
げ
た
。

こ
の
地
の
気
候
や
土
質
で
育
っ
た

綿
花
は
、
種
子
に
密
生
し
た
産
毛
を

持
た
ず
に
越
冬
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

陸
地
で
栽
培
さ
れ
る
綿
花
と
の
最
大

の
違
い
で
あ
る
が
、
そ
の
西
イ
ン
ド

諸
島
特
有
の
綿
花
が
、
最
高
級
の
ニ

ッ
ト
を
生
む
原
料
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
同
時
に
、
高
度
な
綿
花
栽
培
の

技
術
を
持
っ
て
い
た
の
が
英
国
人
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

コ
ッ
ト
ン
に
と
っ
て
は
僥
倖
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
英
国
人
特
有
の

良
質
な
も
の
を
育
て
上
げ
る
気
質
が
、

他
の
コ
ッ
ト
ン
製
品
と
の
大
き
な
差

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

実
際
、
世
界
的
に
は
ア
メ
リ
カ
大
陸

で
始
ま
っ
た
大
規
模
な
綿
花
産
業
が

大
き
な
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

る
が
、
英
国
人
は
カ
リ
ブ
海
の
小
さ

な
島
で
少
量
し
か
生
産
で
き
な
い
け

み
、
そ
し
て
縫
製
ま
で
全
工
程
を
自

社
内
で
行
う
と
い
う
現
在
の
同
社
の

基
盤
は
こ
の
時
代
に
築
か
れ
た
。
ま

た
、
同
社
の
代
名
詞
で
も
あ
る
フ
ァ

イ
ン
ゲ
ー
ジ
ニ
ッ
ト
ウ
エ
ア
の
製
造

は
、
1
8
8
8
年
に
会
長
と
な
っ
た

四
代
目
の
ジ
ョ
ン
・
Ｂ
・
マ
ー
ス
デ

ン
・
ス
メ
ド
レ
ー
の
時
代
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
頃
、
当
時
最
先
端
の
紡
績

機
と
編
み
機
を
い
ち
早
く
導
入
し
た

の
だ
と
い
う
。
時
代
的
に
は
ア
ー
ツ

ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
が
盛
ん
に
な

っ
た
時
期
で
、
そ
の
影
響
が
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

同
社
は
機
械
化
と
職
人
性
を
実
に
上

手
く
融
合
さ
せ
た
企
業
と
も
い
え
る

だ
ろ
う
。

英
王
室
で
は
代
々
、
綿
製
品
は
シ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ッ
ト
ン
を
使
用
す

る
と
い
う
し
き
た
り

が
あ
っ
た
。エ
リ
ザ
ベ

ス
1
世
が
シ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
コ
ッ
ト
ン
を

ネ
グ
リ
ジ
ェ
に
使
い
、

そ
れ
以
降
、貴
族
階
級

の
ス
テ
イ
タ
ス
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
。大

西
洋
の
向
こ
う
側
に
あ
る
小
さ
な
英

国
領
の
島
々
で
生
産
さ
れ
た
良
質
の

海
島
綿
が
、
ニ
ッ
ト
の
一
貫
生
産
を

行
っ
て
い
た
同
社
の
主
力
商
品
に
な

っ
た
の
は
、
あ
る
意
味
必
然
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ッ
ト
ン
の
繊

維
は
3
〜
4
㎝
。
2
〜
3
㎝
が
ア
ベ

レ
ー
ジ
の
他
の
コ
ッ
ト
ン
よ
り
は
長

い
繊
維
で
あ
る
。
こ
れ
が
シ
ル
ク
に

次
ぐ
細
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
繊
維
の
長
さ
は
糸
に
紡
い
だ
と

き
の
強
度
も
高
め
、
同
時
に
糸
そ
の

も
の
の
繊
維
量
が
多
く
、
よ
り
空
気

が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が

吸
湿
性
や
保
温
性
が
増
す
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
シ
ル
ク
の
光
沢
と
カ
シ

ミ
ア
の
肌
触
り
は
、
こ
う
し
た
特
長

的
な
繊
維
構
造
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
て
い
る
の
だ
。ジ
ョ
ン
ス
メ
ド
レ

ー
は
、
こ
の
高
品
質
の
糸
を
網
目
の

細
か
い
30
ゲ
ー
ジ
ま
で
編
み
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
三
代
目
ジ
ョ
ン
の

時
代
か
ら
続
く
コ
ッ
ト
ン
・
パ
テ
ン

ト
と
呼
ば
れ
る
フ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

れ
ど
も
品
質
の
い
い
綿
を
、
地
道
に

改
良
を
続
け
な
が
ら
育
て
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
ス
メ
ド
レ
ー
の
創
業
は

産
業
革
命
の
初
期
で
あ
る
。
1
7
8

4
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。イ
ギ
リ
ス
・

ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
州
の
リ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
村
で
、
ピ
ー
タ
ー
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
と
ジ
ョ
ン
・
ス
メ
ド
レ
ー
に
よ

っ
て
起
業
さ
れ
た
。
ピ
ー
タ
ー
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
あ
の
〝
白
衣
の
天

使
〞
の
由
来
と
な
っ
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
の
お
じ
に
あ
た
る
人
物
だ
っ
た

と
い
う
。
リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
村
は
小
川

が
流
れ
て
お
り
、
動
力
と
工
業
用
水

の
確
保
に
理
想
的
な
土
地
だ
っ
た
。

こ
こ
で
綿
花
を
紡
ぐ
工
場
が
開
か
れ
、

18
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
は
靴
下
の
製

造
や
毛
織
物
な
ど
を
手
が
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
や
が
て
ジ
ョ
ン
・
ス
メ

ド
レ
ー
ひ
と
り
で
経
営
が
行
わ
れ
、

二
代
目
ジ
ョ
ン
・
ス
メ
ド
レ
ー
で
あ

る
息
子
の
代
に
な
っ
て
同
社
は
飛
躍

的
な
発
展
を
遂
げ
る
。
紡
ぎ
か
ら
編

編
み
機
に
よ
る
パ
ー
ツ
の
生
産
と
経

験
値
が
、
現
代
の
製
品
に
も
息
づ
い

て
い
る
。
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
パ

ー
ツ
を
縫
い
上
げ
る
の
は
、
創
業
当

時
も
い
ま
も
熟
練
し
た
職
人
の
作
業
。

リ
ン
キ
ン
グ
仕
上
げ
と
呼
ば
れ
る
こ

の
作
業
で
は
、
た
と
え
ば
襟
の
リ
ブ

は
ひ
と
編
み
ず
つ
手
作
業
で
仕
上
げ

ら
れ
る
。
そ
の
手
作
業
な
ら
で
は
の

贅
沢
な
仕
上
が
り
こ
そ
が
、
ジ
ョ
ン

ス
メ
ド
レ
ー
の
価
値
で
あ
る
。

創
業
か
ら
2
2
0
年
を
過
ぎ
て
も
、

ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
の
美
し
い
自
然
に

囲
ま
れ
た
小
さ
な
村
で
ジ
ョ
ン
ス

メ
ド
レ
ー
の
美
し
く
て
心
地
い
い
ニ

ッ
ト
ウ
エ
ア
は
生
み
出
さ
れ
続
け
て

い
る
。
そ
の
静
か
で
変
わ
ら
ぬ
ス
タ

ン
ス
に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
9
世
紀
、

10
世
紀
の
石
の
城
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
こ
の
国
で
は
、
2
0
0
年
な
ん
て

ま
だ
ま
だ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
進
化
の

途
中
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な

ス
ト
ー
リ
ー
も
ま
た
英
国
ら
し
い
。

1930年代の、おそらく広告かカタログに使用された写真。
左右は1939年当時のニットウエア。
ゴルフクラブを持つ女性のスタイルは、
いまみても実にエレガントで上品。

中央はエリザベス1世の時代から愛用されたナイトウエア。

良質の原材料から
生み出される
ジョン スメドレーの
ニットウエア。
MADE IN ENGLANDの
ネームは
英国企業の矜持であり、
高品質の証でもある。

そうとう古い時代から
使用されている観のある型紙。
ジョン スメドレー社の財産である。
流行ではなく不変のスタイル、
という同社の社風が見えてくる。

最
高
級
英
国
綿
製
品
の
文
化
は

ジ
ョ
ン 
ス
メ
ド
レ
ー
の
歴
史
。
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monoジョン スメドレー製品についての
お問い合わせは
リーミルズ エージェンシー
☎03-3473-7007
http://www.johnsmedley.jp/

上右：ジョン スメドレーといえばこれ。
シーアイランドコットンを使った
抜群の肌触りが気持ちいいポロ「MILO」。
価格2万7300円。
上左：不変の定番であり
ワードローブの必須アイテムVネック。
柔らかな着心地でカラーバリエーションも
豊富な「ROE」。価格2万8350円。
写真のカラーはPEA GREEN。
下右：前たてとポケットにアクセントを
おいてデザインされたポロ。
通常のポロとは違い、前たて、
ポケット部にシルクを使用している。
シーズナブルなデザイン。
価格3万450円。
下左：ドレスにもカジュアルにもOKの
前たてが細いカーディガン。
「3455」価格3万3600円

長年にわたって会長職の座を務め、
同社の事業拡大に大きな足跡を
残した四代目ジョン・スメドレーの
ジョン・B・マーズデン・スメドレー。
スイムウエアやナイトウエアへの
取り組みと海外市場への進出を果たした。
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